
 

 

 

 

R8年に向けた経営ロス削減点検について 

R7年も残すところわずかになりました。酪農情勢の激変とともに修理代や資材費の高騰を受け、

依然と厳しい経営状況は否めません。R8年は1年でも長く機械を使い、ストレスの少ない収穫期

を迎えましょう。今月は本年の経営成果とともに来年に向けた方針を経営内で共有して、新年を迎

えたいものです。 

【経営ロス点検ポイント】 

□ 牛 

・給与粗飼料は十分あるか？（冬期飼料と夏の飼料見通し→余剰販売・不足分購入計画） 

・暑熱はうまく回避できたか？（故障牛や廃用原因分析から対策の検討）  

・R8年前半の必要妊娠牛は確保されているか？（生産状況の予測および補充計画）   

□ 農作業機械 

・R7年修理原因と回避策の振り返り 

 （例）始業前清掃 作業時のグリス頻度 オイル交換頻度 ヒューズ類の補充  

・R8に交換すべきところの再点検 

（例）ロールベーラーベアリング・カウンター確認 

・必要な部品の予備取りと修理依頼  

□ 施設・設備 

・補修すべき箇所の点検 

支柱の腐れ・鉄板の浮き上がり・溶接の剥がれ落ちそうな所の補修・放牧地の水槽 

（例）施設強度により保管物の変更（機械から草へ）・雪下ろし頻度を上げる 

必要な予備品の発注 

（例）牛舎で使うボイラー部品・搾乳タオル洗濯機・部品（搾乳関連ヒューズ・ベルト） 

□ 圃場管理 

・圃場・施設用地・明きょも含め、本年作業にて支障があったところを手直しする  

（例）明きょの床下げ・枝払い 

□ 投資に向けた経営内協議 

・生産状況の振り返りと更新予定の話し合い＋更新用資金計画の見直し 

（例）壊れそうなものから優先順位を上げる ※必要な機械とほしい機械は別物と考えます  
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冬期間の牛舎内は滑りやすく危険です。人も牛も転倒に気をつけましょう 


